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アドミッションポリシー（入学者受入れの方針）
人間環境学研究科
　人間環境学研究科では、人間環境に関する専門的な知識と技能を修得しつつ、総合的かつ創造的
に学問を探求することができ、研究諸課題の発見とその解決に向けて主体的に取り組むことのできる
人を求める。

・臨床心理研究指導分野　・環境科学研究指導分野　

　人間にとっての「環境」とは、単にその中に存在し活動するといった意味をもつだけでなく、自
らが創造し利用するといった意味ももっています。しかし、地球温暖化や家庭崩壊といった現代社
会の抱える問題に代表されるように、人間と環境の関係は危機的な状況にあります。そして、この
ような結果を招いた背後には、人間と環境の関わりを単純な関係に還元して理解してきた近代科学
や学問研究のありかたに根本的な問題があると考えられます。さらには、新たな脅威となった感染
症蔓延に対しても、私たちは新たな生活様式の構築が求められています。
　このような認識に立脚して、人間と環境の関わりを問い直し、学問の根本からの改革を実現して
いくことが、本研究科の研究・教育の目的となります。そして、今日の教育やモラルの問題が、教
養教育、人格教育の欠如にあるという認識のもとに、人類社会に貢献する人格の育成にも積極的に
取り組んでいきます。

　人間と環境の関わりについて総合的に研究することを目的として、本研究科では、三つのアスペ
クトから研究・教育をすすめていきます。
　第一のアスペクトは、現代社会が陥っている精神の危機的状況を分析し、その危機を克服してい
くことです。
　第二のアスペクトは、科学技術や経済活動の発展と地球環境の保護といった対立する問題の解決
に取り組み、豊かな未来を創出するために有効な方法を見出すことです。
　そして第三のアスペクトは、人間がこれまでの歴史のなかで形成してきた芸術、文学、思想など
の文化環境を振り返って考察することです。
　本研究科では、これらの三つのアスペクトに対応して、臨床心理研究指導分野、環境科学研究指導
分野、および人間環境専攻共通科目によって、横断的かつ総合的な研究を可能にするカリキュラム
が編成されています。学生は、研究指導を受ける教員が担当する演習・実習科目や講義科目を受講
するだけでなく、各分野すべての科目を受講することによって、「人間環境学」を修めることにな
ります。












